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今
回
発
足
し
た
高
山
市
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
は
、
学

識
者
や
公
共
交
通
事
業
者
、
市

民
代
表
者
な
ど
で
構
成
。
国
の

支
援
制
度
を
活
用
し
て
、
公
共

交
通
に
つ
い
て
市
民
の
利
用
実

態
や
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調
査
を
行

い
、
公
共
交
通
の
活
性
化
・
再

生
に
つ
い
て
総
合
的
か
つ
一
体

的
に
推
進
す
る
た
め
の「
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画
」を
策
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
策
定
す
る「
計
画
」は
、

今
年
度
策
定
す
る
第
七
次
総
合

計
画
後
期
計
画
や
中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
に
も
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。

持続可能な
公共交通の
システムを考える

　高山市の公共交通の総合的な見直しを
図ることなどを目的として、｢高山市公共交
通活性化協議会」が発足しました。
　協議会では、総合交通体系の再編・
活性化に向けて各種調査を実施し、｢公共
交通総合連携計画」を策定していきます。

 高山市公共交通活性化協議会が発足

市民の身近な交通手段と
なっている｢のらマイカー｣。
高山地域内の 6路線を運
行しています

　

市
で
は
、
児
童
生
徒
の
登
下

校
の
た
め
に
運
行
し
て
い
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
う
ち
、
利
用
可

能
な
空
き
席
が
あ
る
バ
ス
に
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者（
普
段
自

動
車
を
運
転
さ
れ
な
い
方
）、

高
校
生
、
お
よ
び
障
害
者
手
帳

な
ど
を
お
持
ち
の
方
な
ど
が
無

料
で
乗
車
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
利
用
で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
や
乗
降
場
所
な

ど
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
も
の
に

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
受
付
中
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
登
録

新
し
い
国
際
交
流
員
に

李
学
奇
さ
ん
が
着
任

　

市
で
は
、
平
成
13
年
よ
り
中

国
か
ら
国
際
交
流
員
を
招
致
し

て
い
ま
す
が
、
8
代
目
の
交
流

員
と
し
て
李り

学が
く

奇き

さ
ん
が
4
月

13
日
、
着
任
し
ま
し
た
。

　

李
さ
ん
は
、
雲
南
省
の
大だ

い

理り

市
出
身
。
北
京
第
二
外
国
語
大

学
大
学
院
で
日
本
語
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
土
野
市
長
か
ら
辞

令
を
受
け
、｢

中
国
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
生
か
し
て
、
少
し
で

も
日
中
両
国
の
交
流
に
役
立
て

る
よ
う
頑
張
り
た
い｣

と
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
に
所
属
す
る
な
ど
活
発
な
一

面
も
持
つ
李
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

１
年
間
、
中
国
や
麗れ

い

江こ
う

市
と
の

交
流
事
業
や
中
国
語
講
座
な
ど

に
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
も
親
し
く
お
付
き

合
い
く
だ
さ
い
。

辞令書を手に土野市
長と握手する李学奇さん
（右）

地域名 運行区間 地域名 運行区間

高山 岩滝地区～東山中

上宝・
奥飛驒
温泉郷

中尾地区～栃尾小

清見 江黒地区～清見小 平湯地区～栃尾小

久々野 渚地区～久々野小 荒原地区～本郷小

高根

双六地区～北稜中

村上地区～北稜中

平湯地区～北稜中

中尾地区～北稜中

●利用可能なスクールバス一覧

塩沢地区～高根支所

日和田地区～朝日小

阿多野郷地区～高根支所


